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核
兵
器
の
な
い
平
和
な
世
界
と

　

県
労
連
役
員
一
同
、
新
し

い
年
も
運
動
の
前
進
を
作

り
出
す
た
め
に
、
日
々
精
進

し
て
ま
い
り
ま
す
。
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本
年
も
県
労
連
を
ど
う

ぞ
宜
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

明
け
ま
し
て

 
 
 
 

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

組
合
員
の
皆
様
、
ご
家
族
の
皆
様
、

お
健
や
か
に
新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
今
年
２
０
２
０
年
は
、
世
間
で
は
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
大
い
に

盛
り
上
が
る
こ
と
で
し
ょ
う
。
東
京
開

催
に
あ
た
っ
て
は
、
い
ろ
い
ろ
問
題
も
生

じ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
競
技
者
に
と
っ
て

は
大
切
な
舞
台
で
す
。
選
手
の
皆
さ
ん

が
し
っ
か
り
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
発
揮
で
き

る
よ
う
応
援
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
そ
し

て
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
連
帯
が
、
国
際
平

和
への
一
助
に
な
る
こ
と
を
願
う
も
の
で

す
。

　
４
月
に
は
ア
メ
リ
カ
・
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

国
連
本
部
で
、
Ｎ
Ｐ
Ｔ
（核
不
拡
散
条

約
）
再
検
討
会
議
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

２
０
１
７
年
７
月
に
核
兵
器
禁
止
条
約
が

国
連
で
採
択
さ
れ
て
以
降
、
初
め
て
の

再
検
討
会
議
で
す
。
２
０
１
９
年
末
で

核
兵
器
禁
止
条
約
の
批
准
国
は
３
４
か

国
に
の
ぼ
り
、
条
約
発
効
と
な
る
５
０

か
国
が
現
実
化
す
る
中
で
再
検
討
会
議

を
迎
え
る
こ
と
は
、
大
変
意
義
深
い
も

の
が
あ
り
ま
す
。
核
廃
絶
に
向
け
た
国

際
社
会
の
潮
流
を
束
ね
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

で
初
め
て
原
水
禁
世
界
大
会
を
開
催
す

る
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
し
、
日

本
か
ら
そ
し
て
こ
の
高
知
か
ら
も
代
表

派
遣
に
向
け
て
準
備
を
進
め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
の
環
境
活
動
家
グ

レ
タ
・
ト
ゥ
ン
ベ
リ
さ
ん
の
気
候
変
動
に

対
す
る
問
題
提
起
の
発
言
が
世
界
的
に

注
目
さ
れ
、
若
い
世
代
の
行
動
に
も
つ

な
が
っ
て
い
ま
す
。
国
連
が
提
唱
す
る
Ｓ

Ｄ
Ｇ
ｓ
（持
続
可
能
な
開
発
目
標
）
と
も

相
ま
っ
て
、
ま
さ
に
日
本
憲
法
前
文
に

あ
る
「
平
和
的
生
存
権
」
と
そ
の
た
め

に
求
め
ら
れ
る
行
動
が
、
人
類
と
地
球

への
二
大
脅
威
で
あ
る
核
兵
器
と
気
候

変
動
の
問
題
で
、
鋭
く
問
わ
れ
て
い
ま

す
。

　
２
０
２
０
年
国
民
春
闘
は
、
格
差
是

正
が
大
き
な
柱
で
す
。
４
月
か
ら
パ
ー

ト
・
有
期
労
働
法
が
施
行
（中
小
企
業

は
２
１
年
４
月
）さ
れ
、
正
社
員
と
パ
ー

ト
・
有
期
雇
用
労
働
者
の
間
の
不
合
理

な
待
遇
差
が
禁
止
さ
れ
ま
す
。
法
の

内
容
に
は
不
十
分
さ
も
あ
り
ま
す
が
、

そ
れ
で
も
活
用
で
き
る
部
分
は
し
っ
か
り

活
か
し
、
正
規
と
非
正
規
の
格
差
是
正

を
め
ざ
し
ま
し
ょ
う
。
最
低
賃
金
の
抜

本
的
改
善
は
、
今
や
国
民
的
課
題
で

す
。
最
低
賃
金
の
絶
対
的
な
低
水
準

を
人
間
ら
し
く
生
き
、
働
く
こ
と
が
で

き
る
レ
ベ
ル
に
改
善
さ
せ
る
こ
と
、
そ
し

て
、
都
市
と
地
方
の
賃
金
格
差
を
是
正

す
る
こ
と
が
、
強
く
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
自
民
党
も
含
め
、
格
差
問
題
が
共

通
認
識
と
な
っ
て
き
た
中
、
全
国
一
律

最
低
賃
金
制
を
実
現
す
る
た
め
の
重
要

な
年
に
な
り
ま
す
。
み
ん
な
の
力
を
結

集
し
ま
し
ょ
う
。

昨
年
は
一
年
を
通
じ
て
選
挙
の
年
で

し
た
が
、
今
年
は
衆
議
院
解
散
総
選
挙

が
ほ
ぼ
確
実
に
行
わ
れ
る
で
し
ょ
う
。
市

民
と
野
党
の
共
同
、
野
党
共
闘
を
さ

ら
に
推
し
進
め
、
安
倍
政
権
を
退
陣
に

追
い
込
み
、
野
党
連
合
政
権
樹
立
の
も

と
、
立
憲
主
義
の
回
復
と
政
治
の
民
主

的
転
換
を
図
る
２
０
２
０
年
に
し
よ
う
で

は
あ
り
ま
せ
ん
か
。

皆
様
の
ご
健
勝
と
ご
発
展
を
祈
念
い

た
し
ま
す
と
と
も
に
、
県
労
連
３
０
周

年
を
迎
え
、
改
め
て
組
織
の
強
化
・
拡

大
と
運
動
の
前
進
を
決
意
し
、
新
年
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
本
年
も
よ
ろ

し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

格
差
の
な
い
公
平･

公
正
な
日
本
を
つ
く
ろ
う
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３
月
　

労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン

　
労
働
相
談
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
は
、

テ
レ
ビ
で
も
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

１
月
　

新
春
旗
び
ら
き

様
々
な
分
野
で
共
同
が
実
現

　「
選
挙
の
年
」
と
な
っ
た
２
０
１
９
年
で
し
た
が
、
市
民
と
野
党

の
共
同
は
さ
ら
に
発
展
し
ま
し
た
。
参
議
院
選
挙
だ
け
で
な
く
、

知
事
選
挙
で
も
野
党
共
闘
が
実
現
し
ま
し
た
。
１
年
間
の
取
り

組
み
を
紹
介
し
ま
す
。

５
月

国
民
大
運
動
総
会

　
２
５
日
、
京
都
総
評
の
梶
川

議
長
に
野
党
共
闘
で
闘
っ
た

「
京
都
府
知
事
選
挙
の
教
訓
」

を
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

３
月

四
国
総
行
動

４
月

県
労
連
青
年
部
お
花
見

　
３
月
３
０
日
、
最
低
賃
金
に
つ

い
て
の
学
習
会
を
実
施
後
、
す

べ
り
山
に
て
お
花
見
企
画
を
開

催
し
ま
し
た
。

2019年を振り返る
２０２０年 「新年号」 特別企画

３
月

春
闘
統
一
行
動

　
県
庁
前
交
差
点
で
実
施

１
月
　

新
春
早
朝
宣
伝
行
動

５
月

高
知
県
中
央
メ
ー
デ
ー

　
あ
い
に
く
の
雨
と
な
り
ま
し
た

が
、
高
知
市
中
央
公
園
に
８
０

０
名
が
集
ま
り
ま
し
た
。

３
月

重
税
反
対
統
一
行
動

　
３
月
１
３
日
、
高
知
城
ホ
ー
ル

に
て
重
税
反
対
統
一
行
動
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
集
会
後
は
デ

モ
行
進
を
行
い
ま
し
た
。

６
月

原
水
爆
禁
止
四
国
大
会

　
愛
媛
県
で
開
催
さ
れ
た
原
水

爆
禁
止
四
国
大
会
で
す
が
、
ブ

ロ
ッ
ク
単
位
で
毎
年
開
催
し
て
い

る
の
は
四
国
だ
け
で
す
。



　

(3)２０２０年１月１０日　　　　　 　　　高　知　県　労　連　　　    　　　　　　　　　ＮＯ．２２７

８
月

四
国
ブ
ロ
ッ
ク
就
学
キ
ャ
ラ
バ
ン

　
県
の
高
等
学
校
課
や
雇
用
労

働
政
策
課
等
に
高
校
生
の
就
学

に
つ
い
て
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

７
月

最
低
賃
金
引
き
上
げ
の
行
動

　
最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
を
求

め
、
労
働
局
前
で
の
集
会
と
地

方
最
低
賃
金
審
議
会
で
の
意
見

陳
述
を
実
施
し
ま
し
た
。

９
月

第
３
２
回
定
期
大
会

　
執
行
委
員
長
を
長
年
勤
め
て

こ
ら
れ
た
田
口
朝
光
氏
が
執
行

部
を
退
任
し
ま
し
た
。

１
０
月

知
事
選
挙
で
松
本
氏
を
擁
立

　
県
知
事
選
挙
の
候
補
者
と
し

て
野
党
統
一
候
補
を
擁
立
し
ま

し
た
。

１
２
月

県
労
連
青
年
部
定
期
大
会

　
県
労
連
青
年
部
は
、
１
２
月
２

１
日
に
第
２
５
回
定
期
大
会
を

開
催
し
、
２
１
名
が
参
加
、
模

擬
団
交
を
行
い
ま
し
た
。

１
０
月

高
知
市
長
選
挙

　
民
主
市
政
を
守
る
高
知
の
会

は
、
岡
田
や
す
し
氏
を
高
知
市

長
候
補
に
擁
立
し
、
勝
利
に
向

け
て
取
り
組
み
ま
し
た
。

１
２
月

県
交
渉

　
１
２
月
５
日
、
雇
用
の
問
題
を

中
心
に
、
雇
用
労
働
政
策
課
な

ど
に
要
請
を
行
い
ま
し
た
。

８
月
　

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会

　
長
崎
を
メ
イ
ン
会
場
と
し
て
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
高
知
県
か
ら

は
１
５
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

７
月

最
賃
問
題
で
経
営
者
と
懇
談

　
土
佐
町
の
末
広
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ

ン
タ
ー
の
専
務
と
最
低
賃
金
の

問
題
に
つ
い
て
意
見
交
換
を
行
い

ま
し
た
。

１
１
月

知
事
選
挙
決
起
集
会

　
松
本
け
ん
じ
候
補
の
勝
利
を
め

ざ
し
、
決
起
集
会
が
福
祉
交
流

プ
ラ
ザ
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
保

守
で
無
所
属
の
中
村
喜
四
郎
衆

議
院
議
員
も
応
援
に
訪
れ
、
松

本
け
ん
じ
候
補
の
勝
利
を
誓
い

合
い
ま
し
た
。
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ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
の
答
え
と
、

機
関
紙
の
感
想
、
組
合
名
、
郵

便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
年
齢

を
記
入
の
上
、県
労
連
書
記
局

宛
に
お
送
り
下
さ
い
。

　

抽
選
で
３
名
様
に
図
書
カ
ー

ド
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し
ま
す
。

（
ハ
ガ
キ
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
ｅ
メ
ー

ル
）締
め
切
り
は
２
月
５
日
ま

で
と
な
り
ま
す
。

図
書
券
プ
レ
ゼ
ン
ト

《
応
募
方
法
》

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

当
選
者
の
発
表

ク
ロ
ス
ワ
ー
ド
パ
ズ
ル

　

２
２
７
号
の
答
え
は
「
コ
ハ
ル

ビ
ヨ
リ
」
で
し
た
。
当
選
者
は
以

下
の
方
で
す
。
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

【
当
選
者
】

　
※
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
事
務
の

都
合
上
、
図
書
カ
ー
ド
の
発
送
が
遅
れ

る
場
合
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
ご
了
承

く
だ
さ
い
。

酒
井　

弘　
　

さ
ん

　
　
　
　
　
　
（
県
教
組
）

山
中　

詩
麻　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

澤
田　

亜
矢
子　

さ
ん

　
　
　
　
　
（
自
治
労
連
）

【ヨコのカギ】

①妻の対　③――ひまかけて作る　⑤音響。 映画の――ト

ラック　⑦地上の対　⑨晴れた――　⑩――悪ばあさん。

――っぱり　⑫――ベラ、 ――下　⑭大会の――要綱　⑮

――をつめて働く　⑰♪すべる――の風切る速さ

　カギを解き二重枠

の文字を並べてできる

言葉は何でしょう？

【タテのカギ】①歌うと

音程が外れてしまう人

　②♪――の高知の

はりまや橋で　③首位

から――　④♪蛍の

光――の雪　⑥――

新年の抱負
「年男･年女」

八百を並べる　⑧――制クラブ　⑪――出勤、――ぼけ　⑬

旅行。韓国――　⑭――に出た問題　⑮机と――

　
今
年
で
３
６
歳
。
若
い

頃
は
早
起
き
が
苦
手
で
し

た
が
、
最
近
は
目
覚
ま
し

よ
り
早
く
目
覚
め
る
こ
と

も･･･

。
出
勤
ま
で
の
時

間
を
有
意
義
に
使
っ
て
、

先
取
り
家
事
を
し
た
り
、

今
回
は
２
名
か
ら
新
た
な
年
へ
の
決
意
を
表
明
し
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

全国福祉保育労働組合高知地本

民間保育所労働組合

のぞみ保育園分会分会長

関　由美　さん

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

高
知
県
医
労
連
で
青
年
部
長
を
や
ら
せ
て

貰
っ
て
ま
す
、
鎌
倉
陽
平
で
す
。
今
年
は
働

く
も
の
の
学
習
交
流
集
会
が
高
知
で
あ
り
、

楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。
年
男
な
の
で
、
青

高知県医労連

さめうらユニオン書記長

鎌倉　陽平さん

本
を
読
ん
だ
り
、
保
育
の
勉
強

を
す
る
時
間
に
あ
て
る
こ
と
が

今
年
の
抱
負
で
す
。
そ
の
名
も

『
朝
活
』！
自
分
の
時
間
を
作
っ

て
、
心
に
ゆ
と
り
を
持
っ
た
暮

ら
し
を
し
て
い
け
た
ら
と
思
っ
て

い
ま
す
。

年
部
も
も
う
少
し
し
か
携
わ
れ

な
い
と
考
え
て
い
ま
す
が
、
一

度
き
り
の
人
生
、
後
悔
し
な
い

よ
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詳しくは、県労連ＨＰへ！｢高知県労連｣で検

索できます。機関紙のアーカイブや行事案

内、県労連の取り組みも紹介しています。

県労連第３４回中央委員会

【日程】　２０２０年２月１5日 （土） １０時～１６時

【議題】　２０春闘方針、 県労連総選挙方針など

おたよりの紹介

○県知事選挙の候補者が目指しているもの、 人柄が見える

企画だと思う。 自治体の仲間達だけでなく、 市民はもちろ

ん、 県民の皆さんにも読んで投票所に足を運んでもらいた

いと思う。 自治労連 （Ｎ ・ Ｈ）

○県版学力テストは即刻廃止にしてもらいたいです。県教組

（H ・ Ｓ）

○県知事選挙 「徹底比較」 企画、 知的でとても分かりやす

かったです。 自治労連 （Ｓ・Ａ）


